
    

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１月の主な予定】 

８日（木）始業式 ９日（金）給食開始 １９日（月）持久走開始（１・３・５年） 

２３日（金）４年校外学習  ３０日（金）４年学習発表会 入学説明会 

 

学 年 1 2 3 4 5 6 計 

児童数(11/28 現在) 100 87 108 106 114 117 632 

1 月 不審者対応訓練 体育委員会イベント週（～5日）   SSW B 週 

2 火 40分授業（１・２年１３：４０下校 ３～6年：１４：２５下校） 

3 水 40分授業×5限（１３：４０下校） 

4 木 学習発表会（２年） 

5 金 小中交流会（６年） 

6 土     

7 日  

8 月 個人懇談・作品展 （４０分授業） １３：００下校          A 週 

9 火 個人懇談・作品展 （４０分授業） １３：００下校 

10 水 委員会⑤（アルバム撮影） 個人写真（６年） 

11 木 個人懇談・作品展 （４０分授業） １３：００下校 

12 金 個人懇談・作品展 （４０分授業）１３：００下校 

13 土  

14 日  

15 月 体育委員会イベント週（～19日）           SSW・SC B 週 

16 火 サウンドスクール（５・６年） 誕生学（３年） 防災授業（４年） 

17 水 クラブ⑤（アルバム撮影） 

18 木 お話お届け隊                      

19 金 合同あいさつ運動  学習発表会（6年） 

20 土  

21 日  

22 月 SSW A 週 

23 火 給食終了 短縮授業（１３：２０下校） 

24 水 終業式・大掃除 １２:２０下校 

25 木   冬季休業（～１/７） 

26 金  

27 土  

28 日  

29 月 学校閉校日 

30 火 学校閉校日 

31 水 学校閉校日 

東丘小だより 
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校長 河田 法士 

 

１２月の行事予定 

“頑張ること”について 

9 月、夏明けの全校朝会にて、これまで入選 

などの知らせが届いた人たちを表彰しようと 

順番待ちをしていましたが、他にも先生方から 

話が沢山あったので、次回という名の 2 か月後になりました。 

ようやく１１月、お待たせした分はゆっくりと時間をかけて表彰

を…と思っていましたが、“学園名の発表”というとてつもなくビ

ッグなイベントが後に控えていたこと、また 8:3５に東丘小の体

育館で話しをしている校長先生が、9:15 にはすでに蛍池駅の教育

センターに座っているというミニイベントがあり、限られた時間

でのダイジェスト版でしたが、全員表彰することができました。 

今年も東丘小には、学校外で健闘しているという情報が届いてい

ます。頑張ったものが結果的に評価されること、〇〇のために頑

張ること、どちらにしても『頑張っている』という事実は同じ！！

ということは重ねて伝えています。 

 

 

 

 

今、子どもたちが何に頑張っていて、その頑張っていることに大

人がどのようなスタンスで接しているのか？出過ぎることがない

ように、でも引き過ぎないように、そんな大人の立ち位置や向き

合い方も大切だと、我が家の子どもたちと口を開けば小競り合い

に発展しがちな私自身にも言い聞かせておきたいと思います。 

 

地域行事への参画の在り方について 

巷では、各団体の世代交代はもちろん、 

企画・運営側の人手不足など、地域の行事 

に参加する人はあっても、創り出す側に 

人が居なかったり担い手が居ないなどが 

大きな課題となっているのはご存知なところかもしれません。 

私の地域にも『65 歳で会に入ったけれど、10 年経った今でもま

だ一番年下の若手扱いだよ～（笑）』という方もおられます。 

特にコロナ禍の数年を経験し、０（ゼロ）に近いところから取捨選

択を重ねながらニュースタンダードなるものを構築し、“負担と労

力の見極め”が難しくなっていることを以前から感じています。 

しかし、自分の意思ではないけれど…や元々決まっていることは

負担に感じても、『自分が楽しい！』『誰かが喜んでくれる！！』と

いうことは負担に感じない、それどころか常にワクワク感があり

ます。シンプルに“気持ちの持ちよう”というカタチのない物が原

動力となるのだと思います。『気持ちがあれば何でも出来る！』わ

けではないですが、時には無理を無理とも感じないぐらい頑張れ

てしまうのは内から湧き上がるナニカによるものです。 

東丘小では、北丘小・八中とともに小中一貫を含めて、地域参画・

地域交流の機会をより一層充実させていきたいと考えています。 

今回の千里キャンドルロードでは、絵付けした紙コップを寄せる

だけではなく、キャンドル実際に企画・運営を行っている方から

イベント開催の意味や願いなどの話を聞きました。点灯後の幻想

的な景色を見に行った人はもちろん、並べるところから手伝った

人などはより実感をもって参加できたのではないかと思います。 

           ビフォー 

               アフター 

 

 

 

 

 

           ビフォー 

               アフター 

【こぼれ話】 

９月の末、豊中警察署からのご招待を受け、 

東丘小学校として交通安全表彰を受けてきました。 

『え～、これもひとえに子どもたちの行動やマナーの結果です

<(｀^´)>！！』と言いたいところですが、正直その半分は『車と

出合わず人と出会うまち』という、ニュータウン計画から練りに練

られた東町が誇る安全性の高さで頂いたものだと思っています。 

しかしながら、豊中市内の小学校から選ばれし学校であることに

は間違いありません。こどもたちにもその表彰にふさわしい、そし

て『それは子どもたちの日頃の行動の賜物です!!』と胸を張って言

い切れる、そんな行動にこれからも期待したいと思います。 

 

 

 

表彰に値する行動を 

 

警察署長から直々に 

輝く盾✨ 

 

 

 

  

 

 

 

 

 


